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要 旨 ： コ ン ク リー ト中の 水分は蒸発可能水 と化学的結合水に 分けられ る。コ ン ク リー ト中の

蒸発可 能水 は ， 105℃ で コ ン ク リー トを乾燥 させ 恒量 に 達 し た 状態で の 質量減少 に よ り評 価

する簡便な方法が
一
般的である。

一
方，コ ン ク リー トの 化学的結合水に っ い て は，強熱減量

に よ り評価す る方法が用 い られ て い る が ，高温領域では コ ン ク リ
ー

トか ら水 分だ けで な く

cq が放出 され る の で ， 質量変化だ け で は正確な計測が で きない。そ こ で ，本研究で は，高

温加熱に よ り
一

旦蒸発 させ た コ ン ク リー ト中の水分を凝縮回収 し， さらに骨材 に含まれる結

晶水量を補正する こ とに より，化学的結合水を正 確に計測する方法につ い て提案 した。

キ ーワ ード ： コ ン ク リ
ー

ト， 蒸発 可能水 ， 化 学的結合水 ， 骨材 ， 結晶水 ， 水 分回収法

1．は じめ に

　近年，経済的 ・環境的配慮か ら既設 の コ ン ク

リ
ー

ト構 造物 を適切に維 持管理 し ， 長期 間 に渡

っ て供用す る こ とが求め られ て い る 。

一
方 ，

コ

ン ク リー ト中の 水分は ， そ の 物理 的 ・化 学的特

性の 長期的耐久性 に 大 きな影響 を持 っ の で ， コ

ン ク リー ト中の 水分量 を正 確に計測す るこ とが

重要 となっ て い るが，化学的結合水に っ い て は

計測方法が確立 され て い な い の が現状である．

　 コ ン ク リ
ー

ト中 の 水 分は乾燥 の しやす さに応

じて Evaporable　Water と NomevapOrable　Waterに

分け られ る 。 また，水 和生成物 との 結合 の 強 さ

に応 じ て，細孔内に存在する Free　Water（Capillary

W臨 r），水和生成物に吸着 して い る Gel　Wal肌 セ

メ ン トと反応 して い る ChCinically　Bourx1　Waterに

分類で きる。
］）’2）厳密には，Evaporable　Waterの

一
部は Chemically　Bound　Waterに，Non −evapOmble

Waterの
一

部は ChemiCally　BOund 　Waterに分類 さ

れ る
s）

が ，
こ こ で は，単純化の た めに ， Free　Water

と Gel　Waterをあわせ て Evaporable　Water（以下 ，

蒸発 可能性） とし ， Che皿 ically　Bound 　Water（以

下，化学的結合 水）は Nonevaporable 　Water に対

応す る
4）

と考え る 。 本論 文では，こ れ ら の 用語

の うち，蒸発可能水 と化学的結合水を用 い る。

　 コ ン ク リ
ー

ト中の 蒸発 可能水 を評価す る方法

と しては ， D −Dlyi  等 ， 厳密 な評 価法 があ るが ，

Oven−Dryin93xs） （以下 ， オ
ー

ブ ン ドライ ； io5℃

で コ ン ク リー トが恒量 に達す る ま で 加熱す る 乾

燥方法）で の 質量減少 に よ り評価する簡便な方

法が
一

般に 用い られて い る。

　
一

方，コ ン ク リー トの 化学的結合水 につ い て

は，強熱減量に よ る方法が用 い られ て い るが ，

高 温領域 で は コ ン ク リ
ー

トか ら の 水分 の 発生 が

終了す る温度 よ り低 い 温 度で CaCO3 の 加熱分解

に より生成 され る cq が放出 され る
e
の で ， 質

量減少だ けで は正確な水分量の評価は難 し い 。

　 さらに，コ ン ク リ
ー

トに用 い られ て い る骨材

の 多くには オ
ー

ブ ン ドライ で も放 出され な い 結

晶水 が存在 して い る。詰晶水 の 含有率は小 さい

が，コ ン ク リー トに 占める骨材量は大 きい の で ，

結晶水量は水分を評価する上 で 無視で きな い 。

　本研 究 では ，コ ン ク リ
ー

トを加熱 して
一

旦蒸

発 させ た水分を凝縮回収 し， さらに骨材に含 ま

れ る結晶水 量を補正す る こ とに よ り ， 化 学的結

合水 を正確 に計測す る方法 （以下 ， 水分回収法 ）

に つ い て 提案 した 。
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2．水分回収装置の 製作

　製作 し た水 分回収装置の概要を図一1 に示 す。

電気炉 の 中央 に孔 を設 け，ス テ ン レ ス 製の 加熱

容器を設 置 し，電気炉 の 外側に 水蒸気の凝縮 ・

回 収装置 を配置 した構成 とな っ て い る。加熱容

器 に封入 した コ ン ク リー ト試験体を加熱 し ， 発

生 した水蒸気 を窒素ガ ス によ り移送 し ， 凝縮水

を メ ス シ リン ダ
ー

で 回収する と とも に
， 残 っ た

水蒸気分を乾燥剤 （CaCl2）で 吸湿す る。水分 回

収量 は ，凝縮水 と乾燥剤の 質量増加分 の 和 とな

る。発生す る CO2 は乾燥剤 と再結合する こ とな

く装置 の 外部に放出 され る 。 窒素ガ ス は ， 水蒸

気 や CO2 を移送す る だ け で なく，試験体の酸化

を防ぐ重要 な役 割を果 た し て い る。また，熱電

対は 試験体の 温度計測の た めに設置 した。

　蒸留水 を用い た水分回収試験結果 を表
一1 に

示 す 。 また ， 骨材の 結晶水の影響を除 くた めに

硬化 したセ メ ン トペ ー
ス トを用 い て実施 した 水

分回収試験結果を表一2 に示す 。 両試 験結果 とも

に よ い 回収性 を示 し て い る。なお ， 表一2 の 回収

水量が練混ぜ 水 よ り多 くな っ て い る の は ，
セ メ

ン トに含ま れ て い た湿分が原因と考え られ る 。

　本装置 の 最高加熱温 度は ，事前に コ ン ク リー

トや骨材 か ら の 水分 の 放出が な くなる温度を調

査 し ， 850℃ と した。試験体 の サイ ズは，採用 し

た 電気炉 の 大 き さに よ り ， 高 さ と直径 と も に

10cm 以 下 とする必要がある。

3．既往の 試験方法 との比鮫

　化学的結合水 を計測する既往 の 方 法 の うち ，

評価手順 が明確に規定 されて い る方法 と して は ，

粉砕試料 を 600℃ ま で 加 熱 し質量減少 （600℃ に

お ける強熱減量）を計測する方 法
η
が挙げられ る 。

　 本研究で は，水分 回収 法の 有効性に つ い て 検

討す るた めに ， 表一3 に示す 検討ケ
ー

ス に つ い て

化学的結合水 の評価を行 っ た 。

　計測方法 1 は ， 提案した 水分回収法で あ る 。

加熱温 度と 水分回収量 と の 関係 を把握するため

に，段階的に加熱 し水分回収量と質量減少 を計

測する検討を計測方法 2 と して 実施 した。なお，

質量計測は，冷却中の 吸湿 を防止 す るため，加

N2ガ ス 　 熱電対

2

図
一1 水分 回収装置の概要

表一1 蒸留水によ る水分 回収試験結果

試 験体 No ． ＃ 1 ＃ 2

加熱前水 量（g） 100．06 100．03

回収水 量（） 100．00 99．94

回収率（％ ） 99．94 99．91

・回収率 ・＝ 回収 水量／加熱前水 量 xlOO

・加熱 条件 ： 400℃ ， 3 時間保持

表一2　ペ ース トに よる水分回収試験結果

試験体 No ， ＃ 1 ＃2

加熱前質量（） 424．60 423 ．77

練混ぜ 水量（9） 84．92 84．75

質量減少（9） 8828 8＆07

回収水 量（g） 86，03 85．65

回収率（％） 101，3 101．1

・回収 率 ＝ ＝回収水 量／練混ぜ水量 X100

・使用材料 ：普通ボ ル トラ ン ドセメ ン ト

・ペ ー
ス ト試験体 ： φ5x10c 叫 WIC ＝0．25

養 生 条件 ：封緘養生 （材齢 28 日で試験）

・加熱条件 ： 室温 〜 500℃ 問は 20℃ ／分で 加熱 し

　　 500℃ で 2 時間保持 ， 500℃ 〜850℃ 間は

　　 10℃1分で加熱 し，850℃で 3 時間保持。

表 一3　検討ケース
ー

覧

計測方法 実施 内容

1 水分回収
850℃ ま で 加熱 し， 水分回収 量 と

質量減少 を計測 。

2
水 分回収

（段階加 熱）

850℃ まで段階的
甲
に加熱 し，水

分回収量 と質量減少 を計測。

3600
℃

7）

強熱減量

粉砕試料 lg を用 い て 600℃ にお

ける強熱減量 を計測 。

4600
℃

強熱減量

シ リン ダ
ー試験体に よ り 600℃

にお け る強熱減量を計測。

＊
： 温度設定 ： 200，300，400 ，

500
，
600，700，

850℃
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熱容器 に窒素ガ ス を流 し たま ま室温 まで 試験体

を冷却 して 実施 した。粉砕試料を用 い た 600℃ で

の 強熱減量 に よる方法
D
を計測方法 3 と し て 実

施 し た。粉砕試料の 代 表性に つ い て 検討す るた

め ， 粉砕 せ ず，そ の ま まシ リン ダー
試 験体を用

い て 600℃ で の 強熱減量 を計測す る方法 を試験

方法 4 と し て実施 した 。

　寂
一4 に用 い た コ ン ク リ

ー
ト調合を示す 。 骨材

と して は 玄武岩 の 砕石 ・砕砂 を用 い た 。 シ リン

ダー試験体 の サイ ズ は φ10x20cm で ，20℃ ，
60 ％

の 恒温恒湿室 で 型 枠に入 れ た まま の 封 緘状態 で

養生 し，材齢 3 年程度で 試験を実施 した 。 計測

方法 1 及び 2 で は ， シ リ ン ダーを長 さ方向に 2

分割 し th　10xlOcm の 試験体 と し た 。

　表一5 に化 学的結合水 の 計測 結果 をま と め て

示 す。蒸発 可能水率は ，オ ーブ ン ドラ イ に よ る

質量減少 の オ
ーブ ン ドライ に よる絶乾状態に対

表
一4　コ ン ク リー ト調合

水 セ メ ン ト 細骨材 粗骨材

　 176　 　 　 　 　 　 　 320　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 992　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 920

・単位 ；k9！m3 ， 水セ メ ン ト比 ； 55％
・骨材 ： 表乾状態，吸水率 ：細骨材（2．35％）

　粗骨材（1．93％）（骨材 の吸収水 量 ：39．9kglm3）
・練混ぜ 時の水分量＝176＋39．9＝ 215．9kg〆m3

する質 量％で ある 。 化学的結合水率 （強熱減量

ある い は回収 した水分量）は ， オーブ ン ドライ

に よ る絶乾状態に対する質量％で 示 し た 。

　蒸発 可能水 率を比 較する と 5．5 〜 5．8％程度 と

な っ てお り，試験体を通 じてほぼ一
定 の 値 を示

して い る。 試験方法 1及 び 2 を比較す る と，850℃

にお ける水分回収量 と質量減少は 同程度の 値 と

な っ て お り ， 段階的な加熱 の 影 響は少 な い と考

え られ る 。 850℃ で は ， 発生す る CO2 の た めに水

分回収量は 質量減少 よ りも小 さく （3．55，
353vs ．

3．21，3．16）な っ て い る 。 試験方法 2 の 600℃ にお

ける水 分回収量 と質量減少 を比較す ると ， 同程

度の値 （3．06vs．3．10）となっ て い る 。

　
一

方，試験方法 3及 び 4 で は ， 600℃ に お け る

強熱減量は，それ ぞれ ，2．88
，
2．86 で ，同様の 値

となっ て い る が ，試験方法 2 の 600℃ にお ける水

分回収 量 （3．10）や質量減少 （3．06）と比較する

とかな り小 さくな っ て い る。こ れ は，試験方法 1

及び 2 で は窒素雰囲気 で加熱 したが ， 試験方法 3

及び 4 で は気中で 加 熱 した の で ， サ ン プル が酸

化 し た こ とが原因 と考 え られ る 。 ま た ， サ ン プ

ル が試験後褐色に変色 して い た こ とか ら ， Fe203

等 の 酸化 物が生成された と推測できる。

　なお ， 蒸発可能水量 と化 学 的結合水率 （水 分

表一5　化学的結合水量率の 計測結果

化 学的結合水率榊 （％）
　 　 　 桝

計測方法

試 験体

No．

蒸発 可能水率

　　 （％）
600℃ 850℃

強熱減量 水分 回収 強熱減量 水分 回収

1593 3．57 3．23

1 水分回 収法 2 5．8i5 ．77 3583 ．553 ．22321

3 558 3．51 3．18

7 526 3．11 3．15 3．56 3．20

2
水分回 収法

（段階加熱）
38 5．595 ．522 ．983 ，063 ρ23 ，103463 ．533 ．093 ．16

9 5．70 3．10 3」3 3．58 321

10 2．88

3
　 600℃

強熱減量
乃 11 2．932 ．88

12 2．83

4 5．84 2．86

4600
℃

強熱減量
5 5．635 ．692 ．822 ．86

6 561 2．89

事
：段階加熱で の 温度保持時間 14 時間 （200，　300℃）， 6 時間 （400，500℃）， 3 時間 （600℃以上）

ti
： 本計測で は骨材 の 結晶水を含む。　

ホ林 ： 全て の 計測 方法に っ い て ，昇温速度 20℃1分
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回収） の 計測結果 よ り 1m3 当りの水分量を計算

する と，計測方法 1及び 2 でそれぞれ 207 ．8k91m3

及び 202．4k91m3 とな り，骨材の 結 晶水を含ん で

い るに も拘 らず ， 練混ぜ時水分量 215．9k9！m3 よ

りも小 さ い が ， こ の 理 由 と しては ， 長 期 にわた

っ た養生期間中の封緘 が完全 で はな く， 水分 の

一
部が逸散 した 可能性 が考え られ る。

　図一2 に段階的に加熱 し た 試験体 7〜9 の 温 度

と水分 回収量 あるい は質量減少 との 関係を示 す。

　水 分 回収 量 と質量減少 を比較 す る と ， 600〜

700℃ ま で は 同
一

傾向で あるが ，850℃ で は質量

減少 の 方 が 水 分回収 量 よ り も大 き くな っ て い る ，

こ れ は，CaCO3 の 熱分解で発生 した CO2 の 影響

である と考 え られ る。また，600℃以 上 の 温度領

　 9

＿

8

）
　7

　　　

鬟：
　　　
　 4
　 　 0　　　200　　400　　600　　800　　1000

　　　　　　　加 熱温度 （℃）

図一2 温度 と化学的結合水率との 関係

域で も水分が放出されて い る こ とがわ かる 。

　以上 よ り，600℃ に お け る強熱減量を化 学的結

合水 と考え る こ とは ， CO2 の 影響 を除去 する上

で は比 較的合理 的な温度設定と考え られ るが ，

600℃ 以 上の 温 度領域で も水分が発生する こ と，

サ ン プ ル 自体が 酸 化す る こ と等，誤 差を生 じ る

要因が存在 して い る の で ， 今回提案 した 水分回

収法は従来 の 600℃ におけ る強熱減 量 と比較す

ると精度 の 高い 方法で あると考え られ る 。

4．骨材の結晶水に つ いて

　 コ ン ク リー ト用 骨材 と して は多種 多様な岩種

が用 い られ る の で ， 火成岩 ・堆積岩や 山砂 ・山砂

利等，広 い 範囲で 骨材サ ン プ ル を収集 し吸水率

及 び結晶水 率を計測 した。吸収水は，表乾状態

か ら絶乾状態 の 間 で 骨材 が保 持す る水分 で ある。

結晶水の 計測で は ， オ
ー

ブ ン ドライ によ り絶乾

状態 と し た骨材を 850℃ま で加熱 し， その 際に発

生する水分回収量 と質量変化 を計測 し た 。

　 表一6 に骨材 の 吸水率 と結晶水率 の 計測結果

を示す 。 今回調査 した骨材の 結晶水率は O．28°

／．

〜1．6ge／・で あ っ た。石灰 石を除 くと ， 堆積岩 の 結

晶水率は LO ％を超 え ， 火成岩 の 結晶水率 は LO ％

を 下回 る傾向 を示 した 。 ま た ，石 灰岩 と硬 質砂

岩 に つ い て は水分以外の 放 出量が LO ％を超え

た 。石灰岩 の 減量 は CO2 の 放出が原 因 で ある。

硬 質砂岩か ら放出 され た水 以外 の 物 質は 不明 で

表一6　骨材 の結晶水計測結果

加熱後骨材質量

試料名
吸水率

（％ ）
105℃ 850℃

質量減少に基

づ く結晶水量

回収水量に基

づ く結晶水量

水分以外の

質量減量

） （9） （9） （％）
紳

（9） （％）
牌

（） （％）
牌

玄武岩 砕石 L93558 ．24554 ．963 ．280593 ．610 ．65 ・033 ・0．06

玄武岩 砕砂 2．35642 ，15638 ．383 ．770593 ．700580 ．070 ．Ol

花崗岩 484．0048L712 ，290 ．472200 、450 。090 ．02

花 崗岩（破砕試料）
＊

0．68381
．64379 ．721 ．920 ．501 ．590 ．420 ．330 ．09

石灰岩 0．83520 ．21510 ，389 ．831 ．89L470 ．288 ．361 ．61

硬質砂岩 522，94509 ．3313 ．612 ．606 ．771 ，296841 ．31

硬質砂岩（破砕試料）
‡

0．36350
．743395011 ．243 ．205 ．941 ．695 ．30151

凝灰角礫岩 4，10418 ．35414 、024 ．331 ．044 ．311 ．030 ．020 ．00

山砂利 （粗骨材） 0．71604 ．61595 ρ49571 ．588 ．301 ．37L27021

山砂 （細骨材） 1，5154L48532578 ．911657 ．691 ．421 ．220 ，23

寧
：粒径 O．3mm 以 下

＊＊
：絶乾骨材質量に対す る百分率 加熱条件 ：20℃1分，850℃ で 3 時間保持
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あるが ， 回収水か らは硫化 水素臭が 確認で きた 。

なお ， 骨材の 吸水率 と結晶水率 との 間に は特 に

関連性 は 認 め られな か っ た。

　図
一3 に，段階的に加熱 した硬質砂岩及び玄武

岩 の 温度 と結晶水率 との 関係 を示す 。 玄武岩 は

600℃ ま で の 加 熱で 大部分の 結晶水 が 放出 され

て い る。なお ，水分回収が 質量減少 よ りも大 き

くな っ て い る の は ， 水 分回収 装置 の 中に残 っ て

い た空気に よる骨材の 酸化が原因で ある と考え

られ る 。 硬 質砂岩 に っ い て は ， 600℃ 以 上 の 温 度

で も か な りの 結晶水が放出 され，水分以外 の 質

量減少 も急速に大きくなっ て い る。

　　　 − 卜 玄武岩 （粗）質量減少

　　 　 嘯
一
玄 武岩 （粗）水分回収

　　　 ＋ 玄武岩 （細）質量 減少

　 　 　
一
r
一
玄 武 岩 （細 ）水 分 回 収

　　4　
（ 　　
雷 3
）

腿 2

曜 1

　 　 0
　　 0　　　200　　400　　600　　800　　1000
　　　　　　　加熱温 度 （℃）

（加熱条件 ：表一5 の コ ン クリ
ート試験体と同様）

　　 図一3 温 度と結晶水率 との関係

5 結晶水が化学的結合水評価に及ぼす影響

　 骨材 の 結 晶水 が コ ン ク リ
ー

トの 化 学的結合水

の 評価 に及ぼす影響 に つ い て 表
一4 の 調合を用

い て 検討 した 。

　水和率 100％ の 場合 ， 化 学的結合水 は セ メ ン ト

質量の 23％程度
2）となる。よ り現実的な値 と し

て，水和率 を 80％ と仮定す るとセ メ ン ト量の

18．4％ とな り， 表一4 の調合で は化学的結合水量

は 58．9kガm3 となる 。 また，玄武岩の 骨材の 結晶

水率を O．65％ とす る と ， 結晶水量は 粗 ・細骨材

あわ せ て 12．2k9 ！m
’
と な る。

　 こ の よ うな条件 の コ ン ク リー トか ら水分回収

法によ り水分を回収 し，骨材の結晶水を補正 し

た 量を化 学的結合水 と して ，式（1）
2）
よ り水和 率 を

計算す る と，当然の こ となが ら 80％とな る 。

　　　　　　　　化学的結合水量
　　　 水和率 ≡
　　　　　　　　　　　　　　　　 一一一一（1）
　　　　　　　 セ メ ン ト量 XO ．23

　
一

方 ， 骨材 の 結 晶水 を補正 しな い で 回収水 分

量 を化 学的結合水量とみ なす と 96．6％ となり，

さ らに ， 結合 水率が 0．79％を超 える骨 材 を用い る

と水和率は 100％ より大きくな り意味の な い 値

になる 。 以上 よ り，化学的結合水を計測する場

合は ， 骨材 の 結晶水 分を補正 す る こ と が極め て

重要 で ある こ とがわか る。

6 化学的結舎水の計測方鐵の 提案

　 回収水量か ら骨材 の結晶水量 を補正 し化学的

結合水量を評価す る方 法に つ い て ，以下に コ ン

ク リ
ー ト試験体を用い て 検証 し た 。

　 表 一7 の 調合に よ り製作 した 1 体 の コ ン ク リ

ー
ト試験体 （φ lox20cm ）を用 い て化学的結合

水量の評価 を実施 し た。骨材は硬 質砂岩の 砕石 ・

砕砂を用い た 。 骨材の 表乾状態の 管理が難 し い

の で ，絶乾状態の 骨材 を用 い ，骨材を表乾状態

とす るた め の 水分 を補正 水 と し て 練混ぜ 水に 加

えた 。
コ ン ク リ

ー
ト材料の 総和は 3527 ．lg，そ の

うち練混ぜ水量 は 298．9g で あ っ た の で ，
コ ン ク

リー ト中の水分量率は 8．47％で あ っ た 。

　 表一8 に骨材の 結晶水計測結果を示す 。 試験実

施時の 質量は 3520 ．2g で 当初よ り若干質量 が 減

少 して い るが ， こ れ は ， 試験体を長 さ方向に 2

分割 し た際に試験体の
一

部が破片 と して回収 で

きな か っ た ため で あ る。回 収水 量及び骨材 の 結

晶 水 量 は それ ぞれ ，342．2g （9．72 ％）， 43．7g

〔L24％）で ，骨材結晶水 を除 い た回収水量は

298 ．5g （8．48％ ）とな り
， 当初の 水分量率 8．47％

と整合 して い る 。 以上 の 状況 を表一9 に示す。

　なお ，本検討で は，評価法 自体の 有効性 を確

認す るため に，試験体をオーブ ン ドライ で 乾燥

させ ず ， 蒸発可能水 ， 化学的結合水及び 骨材 の

吸収水や結晶水 も含めた回収水分量か ら， 使用

し た骨材 の 結晶水を計測 し補正 す る こ とによ り ，

練混ぜ 時に 用 い た水分量 を正確 に計 測 で きる こ

とを示 した e

　 コ ン ク リ
ー

トか らの 回収水量か ら ， CQ2 や試
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料の酸化 等の 影響を除去 し，骨材の 結晶水量 を

補正す る こ とによ り，
コ ン ク リー トの 化学的結

合水量を正確 に計測する手順を下記に示す。

1） コ ン ク リー ト試験体をオーブ ン ドライで乾燥

　 させ る。（質量減少 は 自由水量に対 応）

2） コ ン ク リー ト試験体を 850℃ ま で 加熱 し発生

　 する水 分量 を回 収 し計測す る。

3）骨材 をオーブ ン ドラ イ で 乾燥 させ る。

4）骨材の 結晶水量を計測す る。

5）コ ン ク リ
ー

ト試験体か ら回収 した水分量か ら

　 骨材 の 結晶水量 を補正 し， 化学的結合水量 を

　 求める。

7 まとめ

　 本研究で は， コ ン ク リー トの化学的結合水を

計測する方法 と して ， 水分回収 法 を提案 した。

以 下に まとめを示す 。

1）水分回収法で は，cacO3 の 熱分解に よる CO2

　や試料の 酸化等，誤差要 因を除去 で き る の で
，

　 従来の 方法よ り高 い 精度 で コ ン ク リ
ー

トの 化

　 学的結合水 を計測する こ とがで きる。

2）骨材の 結晶水 率は小 さい が， コ ン ク リー トに

　 占め る骨材 量 は大き い の で ，
コ ン ク リー トの

　化 学的結合水量 を正確 に評価す る た め に は ，

　結晶水 の 補正 が極め て 重要で ある。

3）水分回収法で は，600℃におけ る強熱減量 の よ

　 うに試料が恒量に なるま で 計 測を繰 り返す 必

　要が無 い の で ， 計測時間を大幅に短縮 できる。

4）骨材の 結晶水に つ い て は ほ とん どデー
タが存

　在 し な い の で ，適切な サ ン プ ル 量や ば らつ き

　評価等，骨材の 結晶水 の 評価方法に つ い て は ，

　さらに検討する必 要がある。
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